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【背景】妊娠高血圧症候群 (Hypertensive Disorders of Pregnancy; HDP) は全妊婦の 5-10％に合併する重
要な疾患であり、母体死亡の主要な原因の 1 つである。ライフコースにおいて、主要なイベントの 1 つであ












中、母子健康手帳により出生体重の明らかな 4810 人を解析対象とした。妊婦の出生体重の HDP 発症との関
連を見るために、出生体重 2500-3499g群を対照群とし、分娩歴、年齢、妊娠前 Body Mass Index (BMI)、高
血圧家族歴、妊婦の母のHDP既往、喫煙歴、飲酒歴、学歴を交絡因子として多変量ロジスティック回帰分析
を行い、出生体重 2500g未満群、3500g以上群のHDPに対する調整オッズ比を求めた。次に、妊婦の出生体








かった (OR, 1.50; 95% 信頼区間 [CI], 1.02-2.21)。妊婦の出生体重と妊娠前 BMIの組み合わせでは、HDP
に対する調整オッズ比は、BMI25 kg/m2以上の群では出生体重にかかわらず有意に高かったが、その中でも
出生体重 2500g 未満の群で最も高かった (OR, 5.90; 95% CI, 2.48-14.04)。また、出生体重 2500g 未満・
BMI18.5 kg/m2未満群でも有意に高かった (OR, 2.34; 95% CI, 1.06-5.14)。一方、出生体重 2500g未満・BMI 
18.5kg/m2 以上 25kg/m2 未満群では出生体重 2500-3499g・BMI18.5kg/m2 以上 25kg/m2 未満群に比して、











33246 人中 1570 人 (4.7%) に HDP 既往があり、12492 人 (37.6%) が高血圧を有していた。HDP 既往の高
血圧に対する調整オッズ比は 30～70 代のすべてで有意に高く、また 30～50 代で 2.47 (2.04-3.00) であり、





日本人女性において低出生体重は HDP 発症と有意な関連があり、さらにHDP の既往はその後の高血圧と有
意に関連していた。どちらの関連においても、肥満のない群では肥満の群よりも関連は弱かったことから、低
出生体重でも体重コントロールにより HDP の発症リスクは抑えられ、HDP 既往のある女性でも、体重コン
トロールによりその後の高血圧のリスクを下げることができる可能性が示された。  
